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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策等を背景に、企業収益や雇用環境

に底堅さがみられるものの、英国ＥＵ離脱の影響もあり、円高・株安が進行する等、景況感は先行き不透明な状況

となり、個人消費も伸びを欠く状態となっております。

外食業界におきましても、小売業全体での業界の垣根を超えた激しい顧客獲得競争にさらされており、依然とし

て厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社グループにおきましては、「おいしさ、しあわせ創造企業」を経営理念に掲げ、2015

年度に策定した中期経営計画『Building The Future 2017』に沿って着実な成長に向けて取り組んでおります。

「原材料・素材・手づくり調理へのこだわり」「商品開発力の強化」「現場力の更なる強化」の３つを基本方針

とし、地域や立地のニーズに合わせた新業態店舗の開発、健康志向・少子高齢化・個食化等に対応するためのメニ

ューの開発及び経費の最適化を行い、更なる成長に向けた施策を実行しております。

これらの結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は192億７百万円（対前年同四半期

4.1％減）、営業損失は１億６百万円（前年同四半期は営業損失３億３千３百万円）、経常損失は１億２千５百万円

（前年同四半期は経常損失３億９千５百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億２千４百万円（前年同

四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失３億４千２百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間の連結財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は22億１千２百万円減少し、

370億７千９百万円となりました。その主な要因は、現金及び預金の減少20億８千１百万円、売掛金の減少３億３千

１百万円、無形固定資産の減少１億５千３百万円等によるものであります。

負債は14億９千７百万円減少し、168億９千万円となりました。その主な要因は、買掛金の減少７億６千１百万円

及び未払金の減少６億３千２百万円によるものであります。

純資産は201億８千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億１千５百万円減少し、自己資本比率は54.4％と

なっております。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上１億２千４百万円及び剰余金の配当

による減少５億６千万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、年間で業績管理を行っているため算出して

おらず、通期業績予想のみを算出、開示しております。

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年４月28日に公表しました「平成28年３月期決算短信」

に記載の平成29年３月期の通期の業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物付

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ13百万円

減少しております。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,339 13,257

売掛金 3,960 3,629

商品 575 501

原材料及び貯蔵品 122 119

前払費用 395 497

短期貸付金 5 5

繰延税金資産 367 464

その他 728 723

貸倒引当金 △105 △90

流動資産合計 21,390 19,109

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,955 2,297

土地 2,242 2,242

その他（純額） 2,980 2,691

有形固定資産合計 7,178 7,232

無形固定資産

のれん 5 5

ソフトウエア 2,662 2,638

ソフトウエア仮勘定 159 30

その他 1 1

無形固定資産合計 2,828 2,675

投資その他の資産

投資有価証券 298 235

差入保証金 5,034 5,283

繰延税金資産 1,611 1,613

その他 1,510 1,503

貸倒引当金 △560 △573

投資その他の資産合計 7,894 8,062

固定資産合計 17,902 17,970

資産合計 39,292 37,079
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,232 5,471

未払金 4,162 3,529

リース債務 531 527

未払法人税等 486 96

未払費用 354 391

賞与引当金 486 99

役員賞与引当金 12 -

資産除去債務 92 87

その他 711 1,500

流動負債合計 13,070 11,703

固定負債

リース債務 1,533 1,404

退職給付に係る負債 2,415 2,428

ポイント引当金 33 31

長期未払金 57 56

資産除去債務 809 821

その他 467 444

固定負債合計 5,317 5,187

負債合計 18,387 16,890

純資産の部

株主資本

資本金 7,297 7,297

資本剰余金 10,430 10,430

利益剰余金 3,837 3,153

自己株式 △739 △739

株主資本合計 20,825 20,140

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 127 83

退職給付に係る調整累計額 △48 △36

その他の包括利益累計額合計 79 47

純資産合計 20,904 20,188

負債純資産合計 39,292 37,079
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 20,034 19,207

売上原価 11,100 10,550

売上総利益 8,933 8,656

販売費及び一般管理費 9,267 8,763

営業損失（△） △333 △106

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取賃貸料 35 43

その他 1 4

営業外収益合計 37 48

営業外費用

支払利息 7 10

店舗改装等固定資産除却損 2 1

賃貸費用 35 42

リース解約損 29 1

その他 24 12

営業外費用合計 99 68

経常損失（△） △395 △125

特別利益

店舗譲渡益 32 -

特別利益合計 32 -

特別損失

固定資産除却損 2 2

固定資産売却損 - 1

減損損失 - 0

特別損失合計 2 4

税金等調整前四半期純損失（△） △365 △130

法人税、住民税及び事業税 63 78

法人税等調整額 △86 △84

法人税等合計 △23 △6

四半期純損失（△） △342 △124

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △342 △124
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △342 △124

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 55 △43

退職給付に係る調整額 14 12

その他の包括利益合計 70 △31

四半期包括利益 △272 △155

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △272 △155

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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